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はじめに
　江戸初期、長崎県平戸イギリス商館長リ
チャード・コックスが記した、いわゆる
『コックス日記』1）に甘藷のことが記述され
ている。それによれば、徳川家康の外交顧
問となったイギリスの航海士ウィリアム・
アダムズ（三浦按針）船長らは1615年６月、
コックスや肥前藩主級に沖縄の琉球いもを
贈呈し、また寺院から長期間借用（年額10
匁、英貸５シリング）したガーデン（庭園）
に日本初の甘藷（pottatos）を栽培、1618
年７月にも小さな琉球いもの根（small 
potata rootes）500個をもらい、garden（庭
園）に植えていると書いている。また1615
年６月には、琉球のいもが、同じく琉球産
の布（芭蕉布）や酒（泡盛）などと一緒に、
平戸藩の藩主や重臣たちへの献上品の中に
加えられていることをみると、よほど珍重
されていたらしい。2）

　一方、幾つかの疑問が生じる。１つ目は
アダムズやコックスは琉球のいもを何故
potatos（甘藷）と判断できたかである。
「potatos」という単語は、現在の日本では
「ジャガイモ」を意味しているためである。
２つ目は植え方の問題で、現在の日本も
400年前の沖縄も通常は直播栽培ではなく、
つる植え方式3）であるからである。３つ目

は栽培地をfi eld（畑）でなく、garden（庭）
と表現したのか。筆者が現地取材した鳶ノ
巣はfi eld（畑）であり、庭には当たらない
からである。４つ目に甘藷を献上品扱いに
した理由である。確かにコックスが中国人
の頭李旦らに贈呈したポルトガルの南蛮菓
子「ハルテ」4）（スイートポテト）は献上品
として納得できるが、甘藷そのものを献上
している理由が不明である。
　そこで本稿では、ウィリアム・アダムズ
やコックスの母国であるイギリスの当時の
状況（庭園、料理、甘藷）を分析し、前述
した４点の疑問など今まで明らかにされて
いない部分に関し解明を試みたものであ
る。浅学のため充分なものではないが、諸
先生のご意見やご教示を戴ければ幸いであ
る。

１．リチャード・コックスという人物
　園芸と読書、そして金魚の飼育が趣味で
あったジェントルマン、リチャード・コッ
クス（1566～1624年）が、平戸イギリス商
館長在職中（1613～1623年）に執筆した
『コックス日記』は、一般的な公務日記の
枠を完全に超え、日々の天気や商館員たち
の日常生活に関する記録をも含む一種の読
み物であるといわれる。5）
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　武田万里子の『イギリス商館日記』6）に
よれば「コックスはロンドンの北西、中部
イングランドのスタフォードシャー出身
で、来日した時は47歳であった。東洋航海
へ出る当時はロンドンの大規模同業組合の
ひとつ、毛織物業組合の認可を得た商人で
あった。東インド会社の株主である。コッ
クスはイギリスの大蔵長官ソールズベリ伯
の秘書官サー・トーマス・ウィルソンの知
遇を得、日本から送った数通の手紙は国王
の前で披露された。そのウィルソンは彼を、
学問があるわけではないが誠実で、年も
いっており、判断力もある、と評していた。
事実コックスは、商人としてはきわめて敏
腕とはいえないが、正直で公私をわきまえ、
日本では人望があった。彼は58歳（1624年）
で帰航中歿している。」という。1600年代
のイギリス国王は、有名なエリザベスⅠ世
（在位1558～1603年）とその後を継いだ
ジェームズⅠ世（在位1603～1625年）であ
る。

２．1600年代初期のイギリス
　コックスが来日した1613年頃におけるイ
ギリスの甘藷に関わることを記述してみ
る。

⑴　イギリスのガーデン（庭園）
　ガーデン（庭園）はイギリス人の生活の
中に深く根を下ろし、「土地」を買うこと
はすなわち、「紳士」になることを意味し、
専門の庭師を雇い、本格的に庭作りをする。7）

日本に来たポルトガル人宣教師のフロイス
は『ヨーロッパ文化と日本文化（第11章）』8） 
（1585年）の中で、「われわれはわざわざ庭
に果物のなる木を植える。日本人はその庭

にただ花を咲かせるだけの木を植えること
をむしろよろこぶ。」と述べている。また
日本庭園では、生産や農業に結びついた植
物は排除されるが、イギリス人にとっては、
果樹園は、エデンの園「見るからに好まし
く、食べるに良いものをもたらす木」とさ
れている。9）チューダー朝（1485～1603年）
の時代、庭は花壇というよりも、まずもっ
て薬草園（ハーブ・ガーデン）であり、菜
園（キッチン・ガーデン）である、エリザ
ベスⅠ世（在位1558～1603年）の頃になる
とシェイクスピアが好んだ結び目花壇
（ノット・ガーデン）と呼ばれるイギリス
独自の庭園スタイルが流行、貴族の館＝カ
ントリー・ハウスが盛んにつくられた時代
で、当時は装飾美術のモチーフとして庭の
草花や果実が人気を博し、教養ある人々の
間では植物学への関心も高まっていた。10）

国外から植物を採取するプラントハンター
がもたらした樹木のなかでイギリスの気候
で越冬しないオレンジ、レモンなどのため
に、それを保護する目的の温室をつくって
いた。11）

⑵　イギリスの甘藷
　イギリスの甘藷については、『ケンブリッ
ジ世界の食物史大百科事典4－食物用語辞
典』12）によると「サツマイモは西インド諸
島の主要作物でコロンブスがその最初の航
海で持ち帰った植物の一つである。スペイ
ンで植えられたが、熱い気候を好むため北
ヨーロッパには適さなかったので、生産量
も低く輸入品であった。ジャガイモのほう
も、1570年までにスペインにはいり、イギ
リスにも1586年Francis Drakeによって導
入された。
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　17世紀の前半「普通のポテト」がサツマ
イモ、「バージニアのポテト」がジャガイ
モであった。」という。つまりイギリスでは、
1650年ころまでは、甘藷を「ポテト」と言っ
ていたというわけである。また同書では「サ
ツマイモはイギリスで16～17世紀には主と
して砂糖漬けの珍味として食べられていた
が、珍しい食物として利用されスペインと
カナリー群島から相当輸入され、衰えた精
力を回復するものと思われた。ポテトその
ものは主要取引所の近くの旅商人が販売
し、品不足のときはその効果を信じる人々
によって相当な値段で取引された」という。
導入後シュガーの役目を果たす「砂糖漬け
の珍味」としてさらに「衰えた精力を回復
するもの」として人気を博し、需要を喚起
して相当な高値で売買されていた様子が伺
える。そのことを裏付ける資料としては、
エリザベス1世女王の注文で書上げたとい
うシェイクスピア（1564～1616年）の『ウィ
ンザーの陽気な女房たち』13）の戯曲（1597
～1598年作）の中に、甘藷（ポテト）が登
場していることでもわかる。
　また、イギリスのジェイン・グリグソン
の「西洋野菜料理百科」14）にも「スパニッ
シュポテト（サツマイモのこと）は残り火
の灰の中に入れて焼き、皮をむいて薄く
切ってから、砂糖少々をまぶし、もしくは
砂糖はつけずに、袋に入れておくと、おい
しく食べられる」と、偉大な植物学者で野
菜の栽培家でもあり、王室つきの薬剤師で
もあったジョン・パーキンソンが1629年に
書いている。シェイクスピアの時代には、
サツマイモは砂糖漬けの薄切りにして売っ
ていた。かってのサツマイモが最後に爆発
的な人気を得たのは、ナポレオンの妃でク

レオール人のジョゼフィーヌがマルメゾン
城の庭に持ってきて植えてからであった。
まもなく「パリの美女たちは親しい人との
夕食にサツマイモを供しました。」とある。
甘藷は、イギリスばかりでなくフランスの
ナポレオンの貴婦人たちの心を虜にしてい
たことがうかがえる。
　中国の李時珍（1518～1593年）の『本草
網目』15）（1596年刊）には「甘藷は味甘く、
おだやかで毒なし、虚弱な体質を補い、気
力を増し、脾臓や胃を健やかにし、腎臓を
強くする。その功徳は薯蕷と同じである。
海中の人の寿命が長いのは五穀を食はずし
て甘藷を食ふがためだ」とあるが、まさに
真実であることが分かる。ただし近現代で
は甘藷の催淫剤というのは、風説とされて
いる。
　次に、甘藷のことを書いている代表的な
学術的史料としては次のものがある。
　イギリスの薬草学者ジョン・ジェラード
（JOHN GERARD 1546～1612年 ） の1597
年「THE HERBAL OR GENERAL 
HISTORY OF PLANTS」（「本草あるいは
一般の植物誌」）16）には、甘藷は「ポテト」
（Potatus,or Potato's）、 ジ ャ ガ イ モ は
「ヴァージニアポテト」（Potatoes of 
Virginia）と記載（挿絵あり）している。
また、イギリスの王室つきの薬剤師で、偉
大な植物学者であったジョン・パーキンソ
ン（Parkinson,John,1567～1650年）の1629
年「A  GARDEN  OF  P LEASANT 
FLOWERS」（英国で初めて著された園芸
植物図鑑）17）にも、甘藷は、「ポテト」
（Potatoes）と表現し、果樹園（ORCHARD）
の章に「Grapeブドウの木」、「Peach桃の
木」、「Orengesオレンジ」や「Peares梨の
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木」などが紹介されている。
　ニンジンや大根などと一緒に、菜園「The 
Kitchen Garden」（キッチンガーデン）の
章の中に入っている。
　以上のことから、リチャード・コックス
は、贈呈されたいもを見て間違いなく甘藷
と判断し、その取扱いについては本国イギ
リスと同じくしたと思われる。日記に甘藷
を表わす「potata」、「pottatos」と書いたり、
平戸藩主や重臣たちに献上している。P・G・
ロジャーズ18）の『日本に来た最初のイギリ
ス人 ―ウィリアム・アダムズ＝三浦按針
―』によれば「1615年アダムズ（三浦按針）
船長も沖縄で、ヨーロッパ人が北米で見つ
けたいも[ジャガイモ]よりうまくて大き
い根菜類の作物を発見した。コックスが園
芸に目がないことを覚えていた彼は、甘藷
として知られるこれらの根菜を日本に持ち
帰った。コックスはこれらを平戸の商館の
庭に植え付けてみた。日本で最初の甘藷は
このようにして作られたのであり、従って
その紹介者の栄誉はアダムズに属するので
ある。」とアダムズを賞賛している。

３．イギリスのポテト（甘藷）方法
　ポテト（甘藷）の栽培方法については、
前述のイギリスの薬草学者ジョン・ジェ
ラードの（「本草あるいは一般の植物誌」）
の中にポテト（甘藷）の植え方がある。
　The Potatoes grow in India,Barbarie,Sp
aine,and other hot regions;of which I 
planted diuers roots（that I bought at the 
Exchange in London）in my garden,where 
they fl ourished vntil Winter,at which time 
they perished and rotted．
　（ポテトはインド、バーバリー、スペイン，

他の暖かい地域で成長する。私はいくつか
の根を庭に植えた。その根は私がロンドン
交換所で買った。冬まで花をつけた。その
ときに枯れて朽ちた。[元大津町教育委員
会勤務角田（つのだ）氏訳]　）とあるよ
うにつる植えでなく、直接種いもを植えた
ということである。実は、コックスも同じ
ような表現をしている。1615年６月19日の
『コックス日記』には「私は今日庭を手に
入れて、リケア（琉球）から将来された藷
をそこに植えた」と記されている。ところ
で、当時沖縄では、つる植えが普及されて
いた。1690～1700年に編集された六世儀間
真常の家系の記録「麻姓家譜」19）には、「1605
年に中国から甘藷を鉢植えにして持ち帰っ
た野國總管のうわさを聞き、　儀間真常が
たずねて行って、蔓（カズラ）を輪にして
植える栽培方法を教えてもらい、五穀をお
ぎなう食料として広めた」とあり、沖縄で
は当時1615年の甘藷（蕃藷・ハンス）の植
え方はつる植え方式であることがわかる。
　コックスは、北欧イギリスの短い夏で、
手間をかけずに、簡単に栽培ができ、早期
に収穫ができる直播を選択したのは、イギ
リスの薬草学者ジョン・ジェラードの（「本
草あるいは一般の植物誌」）の本を参考に
したのかもしれない。

４．チャード・コックスの庭園（ガーデン）
　イギリスではルネッサンス風の庭園が貴
族社会、庶民に流行していくなかで、コッ
クスも、日本で果樹園を作っている。平戸
における庭園作りを記述する。

⑴　果樹園
　萩原博文氏の『平戸イギリス商館の諸施

007　調査・研究-西村.indd   30007　調査・研究-西村.indd   30 2013/06/11   14:12:032013/06/11   14:12:03



－31－

設とその位置』20）によると「1615年8月29日
には、庭園の東屋の窓にガラスを入れるた
め、５人の大工と３人の人夫を雇用してい
る。本年（1616年）果樹が大量に植付けら
れ、その一部は中庭（すなわち古い果樹園）
に植えられたが、新しい果樹園が造成され、
四面に塀が築造されている。」という。果
樹の入手に関する記事一覧の中に、オレン
ジの木、桃の木、梨の木、中庭の舗装用平
石、ジャリなどが見える。コックスが来日
前に果樹園を作り、その経験を生かし、平
戸にて庭園を造成したと思われる。

⑵　菜園（藷畑）
　アダムズらから贈呈されたた甘藷をコッ
クスは、坊主（寺院）から土地を長期間借
りて菜園（藷畑）として使用している。地
元の人の話しでは、海の方からこの甘藷畑
は、当時は確認できたろうといわれた。甘
藷の栽培地は平戸市の河内浦に近い千里ヶ
浜海岸の北側にある鳶ノ巣（写真１）で、
コックスの植え方は、直播方式で、昭和初
期まで平戸地方で行なわれていた植え方と
ほぼ同じで、「人形いも」（地元では「とん
ぼいも」）とよばれ、小さいいもをそのま

ま畑に植える方法で、お盆のころには収穫
することが可能であったといわれてい
る。21）ただ、根が少なく黒くなるので、今
は「つら（つる）植え」方式であるという。
また長崎の冬の家庭料理として甘藷や赤身
の魚シビなどを使用して生の甘藷をおろし
て食べるポルトガルの「ヒカド」（南蛮料理）
という言葉は聞いたことはないが、ここで
は正月「かんころ」といって保存食として
利用していたと話された。

おわりに
　コックス商館長は、平戸でオレンジや甘
藷を使った英国式庭園（果樹園、菜園）を
日本で最初に作ったガーデニング文化の元
祖といえよう。特にコックスやアダムスは、
イギリス国内で珍重され、高級品扱いされ
ている甘藷についての十分な情報を持って
いたので、日本の大名に献上したのは当然
のことといえよう。江戸初期、長崎県平戸
イギリス商館長リチャード・コックスは、
イギリス国王に名の知れたまさに、英国の
紳士「ジェントルマン」であったといえる。
　現在、日本は超高齢化時代に突入してい
るが、積極的に甘藷の家庭菜園（キッチン

写真１　長崎県指定史跡「コックスの甘藷畑跡」（平戸市川内鳶ノ巣、筆者撮影2005年）
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ガーデン）を普及促進すれば、耕作放棄地
対策にもなる。さらに健康増進も図れるだ
ろう。我が熊本県大津町の「からいもフェ
スティバル」では、「植付けや掘り取り」（JA
甘藷部会の協力）が長蛇の列で大人気を博
している。平成25年の今年で24回目になる
が楽しみにしている。
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